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ビルメンテナンスの未来を考える総合マガジン
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全国ビルメンテナンス協会会員企業から期待のホープが登場

FILE

02 6

｜

今
日
は
省
エ
ネ
な
ど
の
問
題
と
も
密

着
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
時
代
の
潮
流
と
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
親
和
性
に
つ
い
て

話
を
お
聞
き
し
た
く
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
で
も
あ
る
伊
藤
社
長
を
お
訪
ね

し
ま
し
た
。
そ
の
前
に
、
現
在
お
い
く
つ

で
す
か
？

伊
藤　
37
歳
で
す
。

｜

大
学
は
ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
と
伺
い
ま

し
た
。
何
を
勉
強
さ
れ
て
い
た
の
で
す

か
？

伊
藤　
当
初
は
東
京
の
大
学
に
入
学
し
た

の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
で
は
物
足

り
ず
、
途
中
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大
学

に
移
っ
て
、
経
営
工
学
・
金
融
工
学
・
Ｉ

Ｔ
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
現
地
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
で
働
い
て
、
帰
国
後
、
東
京
の
不
動
産

フ
ァ
ン
ド
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
主
に
大
型
不
動
産
や
海
外
リ
ゾ
ー
ト

開
発
に
従
事
し
て
、
企
画
の
仕
事
で
し
た
。

  

目
的
は
、
清
潔
で
、
安
全
安
心
な
社
会
の
実
現
と
維
持
。 

  

そ
の
た
め
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の「
価
値
」づ
く
り
と
、

  「
コ
ス
ト
脱
却
」が
大
き
な
課
題
で
す
。 

伊藤社長は、SDGs※（Sustainable Development Goals
／持続可能な開発目標）を、具体的にどのように企業
ビジネスに活かしていくのかを先導するアンバサダー
（大使）に認定されている。※SDGsの用語解説につ
いては、25ページの用語解説を参照ください。

伊藤淳之介
Ito Junnosuke

株式会社盛岡総合ビルメンテナンス
代表取締役社長
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人
手
不
足
に
つ
い
て
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
！

人
手
不
足
に
つ
い
て
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
！

人
手
不
足
の
状
況
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
？

Q

全体の８割が「深
刻」と回答

全回答のうち「深
刻ではない」とい

う項目を

選択した事業者は
１社もなかった。

全国の

地域を問わず、人
手不足の状況が

蔓延して

いることが窺い知
れる。1

75%
5%

15%

きわめて
深刻である

深刻
である

どちらとも
言えない

無回答 5%無回答 5%

n=20

本誌で取材を行っ
たことのある全国

の会員企業

に緊急アンケート
への協力を呼びか

けたところ、

20社から回答を得
ることができた。

アンケート

の結果から、その
経営者やマネジャ

ーの多くが人

手不足について、
大きな危機感を抱

き、現状を打

開するべく奮闘し
ている様子が垣間

見えた。

アンケート回答か
ら見えてきた

人手不足に負けな
い姿勢とは？

深
刻
さ
を
増
す
人
手
不
足
は
、特
に
中
小
規
模
の
事
業
者
に
と
っ
て
見
過
ご
せ
な
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。

会
員
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、逆
境
を
乗
り
越
え
て
さ
ら
な
る
成
長
を
果
た
す
た
め
に
、

求
め
ら
れ
る
戦
略
に
つ
い
て
考
え
る
。

Tex
t =  Ta

ku K
a

za
m

a , S
o

u S
h

ib
a

n
o  

の
い
ま
、

企
業
価
値
を
高
め
る
た
め
に

必
要
な
戦
略
と
は
?

仕
事
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が

人
手
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る

　

わ
が
国
の
総
人
口
お
よ
び
生
産
年
齢
人

口
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
こ
の

流
れ
は
今
後
も
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
労
働
人
口
の
減
少
は
、
例
外
な
く

す
べ
て
の
産
業
に
共
通
す
る
課
題
だ
が
、

特
に
、
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
る
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
と
っ
て
、
そ
の
影
響
は

他
産
業
に
も
増
し
て
深
刻
だ
。

　

人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、「
労

働
者
に
と
っ
て
ビ
ル
メ
ン
の
仕
事
が
魅
力

的
で
あ
る
こ
と
」
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
最
大
の
資
本
は
、

労
働
者
に
他
な
ら
な
い
。
何
よ
り
重
要
な

の
は
、
労
働
者
一
人
ひ
と
り
が
意
欲
を

持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く

り
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
事
の
魅
力
、

そ
し
て
企
業
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

金
銭
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
心
理
的
な
報

酬
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
が
付
加
価
値
と
生
産

性
を
高
め
て
、
社
会
か
ら
相
応
の
評
価
を

受
け
ら
れ
れ
ば
、
業
界
で
働
く
労
働
者
の

評
価
が
向
上
し
、
そ
の
変
化
は
対
価
の
面

で
も
反
映
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
根
本
的
な
原
因
の
解
決
は
一

朝
一
夕
で
は
成
し
得
な
い
。
こ
の
難
局
を

特集

1

避けては通れない！

［2019しらべ］
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各地区協会の青年部メンバーを中心とした若手が一堂に集まり、業界全体が抱える課題について、
それぞれの考えや状況を打開するアイデアを話し合う討論会が昨年11月に開かれた。

白熱した議論の様子を会場の熱気とともにお伝えしよう。

地
区
協
会
青
年
部
メ
ン
バ
ー
が

業
界
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

　
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
&
ク
リ
ー
ン

E
X
P
O
２
０
１
９
の
会
期
2
日
目
に
あ

た
る
11
月
14
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に

て
「
第
一
回
東
日
本
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
か
れ

た
。〈
令
和
を
切
り
開
く
〉と
い
う
テ
ー
マ
を

掲
げ
て
行
わ
れ
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
栃
木

県
と
岩
手
県
の
地
区
協
会
青
年
部
会
が
中

心
と
な
り
、
業
界
を
背
負
っ
て
立
つ
未
来

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
、

い
ま
業
界
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
う
機
会
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。

　

第
1
回
と
な
る
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
主

幹
し
た
栃
木
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

青
年
部
会
長
の
薄
井
真
悟
氏
に
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
狙
い
を
伺
っ
た
。

 

「
こ
れ
ま
で
、
若
手
世
代
の
関
係
者
が
集

ま
っ
て
生
の
声
を
ぶ
つ
け
合
う
機
会
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
互
い
に
意
見
を
交

換
す
る
こ
と
で
大
き
な
化
学
変
化
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
本
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
」（
薄
井
氏
）

　

会
場
に
は
、
全
国
か
ら
約
50
人
が
集
結

し
、自
由
闊
達
な
意
見
が
交
さ
れ
た
。
参
加

者
ら
は「
人
手
不
足
へ
の
対
応
」「
賃
金
上
昇

へ
の
対
応
」と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
討
論
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
リ
ー
ダ
ー
が
発
表
し
た
。
次
ペ
ー

ジ
よ
り
討
論
会
の
様
子
を
詳
し
く
お
伝
え

す
る
。

若手世代
が団結し

て

業界を盛
り上げま

す !

17



例
年
に
も
増
し
て
大
盛
況
だ
っ
た

今
年
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
！

　

昨
年
11
月
13
日
、
14
日
、
15
日
の
３
日

間
に
わ
た
っ
て
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
お

い
て
、
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と

日
本
能
率
協
会
が
共
同
主
催
す
る
業
界
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
、
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン
E
X
P
O
２
０
１
９

が
開
催
さ
れ
た
。
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

真
新
し
い
南
展
示
棟
を
会
場
に
、
資
機
材

メ
ー
カ
ー
等
の
ブ
ー
ス
が
立
ち
並
ん
だ
展

示
会
で
は
過
去
最
大
規
模
と
な
る
１
５
６

社（
３
０
７
小
間
）
が
出
展
し
、
来
場
登
録

者
の
合
計
は
1
万
２
７
７
６
名
を
数
え
た
。

昨
年
の
11
月
号
で
も
お
伝
え
し
た
通
り
、

今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
２
つ
の
試
み
が
実

現
し
た
。

　

そ
の
１
つ
は
設
備
管
理
に
関
連
し
た
展

示
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
を
拡
充
し
た
こ
と
。

「
ク
リ
ー
ン
E
X
P
O
」
と
い
う
名
称
が

与
え
る
印
象
も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
清
掃

の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
で
あ
っ
た
状

況
を
払
拭
す
る
た
め
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
に
欠
か
せ
な
い
業
務
で
あ
る
設
備
管

理
分
野
を
強
化
し
た
こ
と
で
、
清
掃
以
外

の
業
務
に
携
わ
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
従

事
者
も
含
め
て
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

も
う
１
つ
の
試
み
は
、
会
期
中
に
開
催

さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
を
日
替
わ
り

で
設
定
し
た
こ
と
だ
。「
環
境
配
慮
、
省

エ
ネ
時
代
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」「
新

時
代
ビ
ル
メ
ン
の
人
材
活
用
、
教
育
訓

練
」「
人
材
不
足
時
代
に
お
け
る
生
産
性

向
上
」
と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

連
日
と
も
、
業
界
の
将
来
を
占
う
上
で
注

目
す
べ
き
数
多
く
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
て
、
多
く
の
参
加
者
が
耳
を
傾
け
た
。

　

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、

「
講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
」
お
よ
び「
イ

ベ
ン
ト
企
画
」
を
目
的
に
来
場
し
た
人
が

昨
年
開
催
時
と
比
べ
て
約
2
倍
に
増
え
て

満
員
御
礼
！

ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆

ク
リ
ー
ン
E
X
P
O
2
0
1
9
を
振
り
返
る

Tex
t =  M

ich
iko K

a
n

e
to

h
, Ta

ku K
a

za
m

a    P
h

o
to =  S

h
in

ich
i W

a
ta

n
a

b
e

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン
E
X
P
O
2
0
1
9
。

例
年
に
も
増
し
て
盛
況
で
あ
っ
た
今
回
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
、注
目
を
集
め
た
セ
ミ
ナ
ー
の
誌
上
リ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、業
界
の
最
新
動
向
を
探
る
。

過去最大の

出展規模だった

今回のフェア

特集2

ビルメンテナンス
 （設備・施設管理）

11.4%

ビルメンテナンス
 （設備・施設管理）

11.4%

ビルメンテナンス
（警備）

 4.2%

ビルメンテナンス
（警備）

 4.2%

海外 0.7%海外 0.7%

商業施設／ホテル・旅館／スポーツ 3.9%商業施設／ホテル・旅館／スポーツ 3.9%
ビルオーナー・デベロッパー・ゼネコン 3.4%ビルオーナー・デベロッパー・ゼネコン 3.4%

鉄道・高速道路・空港／工場 1.4%鉄道・高速道路・空港／工場 1.4%
設備工事／エネルギー・通信・IT 2.3%設備工事／エネルギー・通信・IT 2.3%

建築・設計・デザイン 1.0%建築・設計・デザイン 1.0%
メーカー・サービス 9.2%メーカー・サービス 9.2%

一般・学生 2.1%一般・学生 2.1%

ビルメンテナンス
（清掃／衛生）

51.6%

ビルメンテナンス
（清掃／衛生）

51.6%

清掃以外の
ビルメンテナンス
従事者も

15.6%にのぼった

▼来場者の業種別割合
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